
　

近
年
、
土
壌
病
害
は
気
候
変
動
や
連
作
に

よ
る
影
響
で
被
害
が
拡
大
し
、
特
に
高
温
多

湿
環
境
下
で
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら
土
壌
消

毒
剤
の
使
用
削
減
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
耕

種
的
・
生
物
的
防
除
技
術
の
導
入
が
進
み
、

持
続
可
能
な
防
除
体
系
の
構
築
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
を
代
表
す
る
メ
ロ
ン

と
ト
マ
ト
を
例
に
茨
城
県
病
害
虫
防
除
所
の

小
河
原
孝
司
先
生
に
土
壌
病
害
の
特
徴
や
そ

の
対
策
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

（
編
集
部
）

●
茨
城
県
の
メ
ロ
ン
栽
培

　

茨
城
県
の
メ
ロ
ン
は
、
作
付
面
積
1
1
8

0
ha
、
収
穫
量
3
万
7
5
0
0
t
で
、
い
ず

れ
も
全
国
第
１
位
（
農
林
水
産
省　

令
和
５

年
産
野
菜
生
産
出
荷
統
計
）
で
す
。
本
県
の

メ
ロ
ン
栽
培
は
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し

た
半
促
成
栽
培（
地
這
い
栽
培
）と
抑
制
栽

培（
立
体
栽
培
）が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
前

者
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ロ
ン
は
栽
培
期
間
中
に
多
く
の
病
害
虫

が
発
生
し
ま
す
。
防
除
対
策
が
遅
れ
る
と
収

量
や
品
質
の
低
下
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
株
の
し
お
れ
や
立
枯
れ
の
原
因
と

な
る
土
壌
病
害
虫
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
と

防
除
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
し
お
れ
・
立た

ち

枯が
れ

症
の

原
因
と
な
る
病
害
虫

し
お
れ
・
立
枯
症
の
発
生
の
特
徴

　
同
じ
圃ほ

場
で
メ
ロ
ン
を
長
期
間
連
作
す
る

と
、
土
壌
病
害
虫
に
よ
る
し
お
れ
や
立
枯
れ

（
第
１
図
）が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
株
の
し
お
れ
が
始
ま
る
の
は
交

配
後
15
～
20
日
ご
ろ
か
ら
で
、
晴
天
日
の
日

中
に
し
お
れ
夕
方
に
は
回
復
す
る
症
状
を
繰

り
返
し
ま
す
。
そ
の
後
、
し
お
れ
が
激
し
く

な
っ
て
回
復
で
き
な
く
な
る
と
、
そ
の
ま
ま

立
枯
れ
と
な
り
ま
す
。
軽
い
場
合
は
一
時
持

ち
直
し
た
よ
う
に
生
育
を
続
け
ま
す
が
、
収

穫
間
近
に
な
っ
て
再
び
し
お
れ
や
立
枯
れ
と

な
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
本
県
の
し

お
れ
・
立
枯
症
の
発
生
圃
場
に
お
い
て
原
因

と
な
る
病
害
虫
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、

紅こ
う

色し
ょ
く
根ね

腐ぐ
さ
れ
病
、
黒
点
根
腐
病
、
根
腐
萎い

凋ち
ょ
う
病
、

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
、
つ
る
割
病
、
ネ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
等
が
単
独
、
ま
た
は
複
合
し

て
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
お
れ
・
立
枯
症
の
原
因
と
な
る
土
壌
病
害

■
紅
色
根
腐
病

　
カ
ビ
の
一
種
の
Pyrenochaeta
terrestrisに
よ

る
病
害
で
す
。
主
根
や
細
根
の
一
部
ま
た
は

多
く
に
紅
色
や
淡
褐
色
の
病
斑
が
見
ら
れ
ま

す（
第
2
図
）。

■
黒
点
根
腐
病

　
カ
ビ
の
一
種
の
M
onosporascus
cannonballus

に
よ
る
病
害
で
す
。
根
の
多
く
は
褐
変
し
、

枯
死
し
た
根
を
観
察
す
る
と
そ
の
表
面
に

0
・
３
～
0
・
5
㎜
の
黒
色
の
粒
（
子
の
う

殻
）
が
見
ら
れ
ま
す（
第
3
図
）。
抑
制
栽
培

で
多
く
見
ら
れ
る
病
害
で
す
。

■
根
腐
萎
凋
病

　
カ
ビ
の
一
種
の
Pythium
splendensに
よ
る
病

害
で
す
。
根
が
褐
変
し
、
発
病
し
た
株
の
根

を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密
閉
す
る
と
、
数

日
後
に
白
色
の
菌
糸
が
見
ら
れ
ま
す
（
第
４

図
）。抑
制
栽
培
で
多
く
見
ら
れ
る
病
害
で
す
。

■
ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病

　
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
Phom
opsis
sclerotioides

に
よ
る
病
害
で
す
。
株
が
し
お
れ
始
め
る
時

期
は
や
や
早
く
、
交
配
前
後
か
ら
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
細
根
や
支
根
に
黒
色
の

病
斑（
偽ぎ

子し

座ざ

）を
形
成
し
、
そ
の
後
、
黒
褐

～茨城県における事例～
茨城県農業総合センター
病害虫防除部

～茨城県における事例～
茨城県農業総合センター
病害虫防除部

果菜類における

土壌病害虫の
発生傾向と対策

小河原　孝司

第１図　メロンのしおれ・立枯れ
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変
～
黒
変
し
た
根（
第
5
図
）は
、
腐
敗
し
て

消
失
し
ま
す
。
半
促
成
栽
培
で
多
く
見
ら
れ

る
病
害
で
す
。

■
根
腐
病

　
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
N
odulisporium
m
elonis

に
よ
る
病
害
で
す
。
根
は
褐
変
し
て
、
細
根

が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
す
。
根
の
表
面
が

コ
ル
ク
状
に
肥
大
し
て
割
れ
目
を
生
じ
ま
す

（
第
6
図
）が
、
根
の
内
部
ま
で
褐
変
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
が
ん
し
ゅ
病

　
放
線
菌
の
一
種
で
あ
る
Streptom
yces
sp.に

よ
る
病
害
で
す
。
白
色
～
淡
褐
色
の
大
小
の

こ
ぶ
が
根
の
側
面
に
形
成
さ
れ
ま
す
（
第
7

図
）。作
ら
れ
て
間
も
な
い
こ
ぶ
の
表
面
は
、

か
さ
ぶ
た
の
よ
う
な
そ
う
か
状
と
な
り
、
日

が
経
過
す
る
に
従
っ
て
こ
ぶ
は
膨
大
し
て
黒

褐
色
に
変
化
し
て
、
崩
壊
し
や
す
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
こ

ぶ
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
な
め
ら
か
な
表
面
で

は
な
く
、
こ
ぶ
同
士
が
癒
合
し
た
よ
う
な
症

状
が
特
徴
で
す
。

■
つ
る
割
病

　
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
Fusarium
oxysporum
f.sp.

m
elonisに
よ
る
病
害
で
す
。
発
病
の
初
期
は
、

地
際
部
に
や
や
透
き
通
っ
た
よ
う
な
黒
ず
ん

だ
症
状
が
見
ら
れ
、
ヤ
ニ
の
発
生
が
見
ら
れ

ま
す（
第
8
図
）。そ
の
後
、株
が
黄
化
し
（
第

9
図
）、し
お
れ
・
枯
死
に
至
り
ま
す
。
発
病

は
果
実
肥
大
期
ご
ろ
か
ら
収
穫
間
際
ま
で
認

め
ら
れ
、
半
促
成
栽
培
で
多
く
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
つ
る
割
病
の
菌
は
、
品
種
に
対
す
る

病
原
性
の
違
い
に
よ
り
複
数
の
レ
ー
ス
に
分

か
れ
、
国
内
で
は
レ
ー
ス
０
、
レ
ー
ス
１
、

レ
ー
ス
２
、
レ
ー
ス

1,2y
及
び
レ
ー
ス

1,2w
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

～茨城県における事例～
茨城県農業総合センター
病害虫防除部

果菜類における

土壌病害虫の
発生傾向と対策

小河原　孝司

第３図　黒点根腐病

第５図　ホモプシス根腐病

第７図　がんしゅ病

第９図　つる割病による葉の黄化

第２図　紅色根腐病

第４図　根腐萎凋病

第６図　根腐病

第８図　つる割病による株元の症状
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メ
ロ
ン
の
土
壌
病
害
虫
の

防
除
対
策

❶
夏
季
の
土
壌
還
元
消
毒
に
よ
る
防
除

　
夏
季
の
土
壌
還
元
消
毒
は
、
紅
色
根
腐
病
、

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
、
つ
る
割
病
、
ネ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
に
対
し
て
被
害
抑
制
効
果
が

高
く
、
有
効
な
防
除
法
で
す
。
土
壌
還
元
消

毒
は
、
梅
雨
明
け
後
の
夏
季
に
フ
ス
マ
や
米

ぬ
か
10
a
当
た
り
１
t
を
施
用
し
、
ロ
ー
タ

リ
ー
で
土
壌
と
よ
く
混
和
し
ま
す
。
そ
の
後
、

潅
水
チ
ュ
ー
ブ
で
土
壌
全
面
に
む
ら
な
く
散

水
後
、
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
て
ハ
ウ
ス
を
1

か
月
以
上
密
閉
し
ま
す
。

❷
土
壌
く
ん
蒸
剤
に
よ
る
防
除

　
黒
点
根
腐
病
に
対
し
て
は
、
土
壌
く
ん
蒸

剤
（
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
く
ん
蒸
剤
、
ダ
ゾ
メ

ッ
ト
粉
粒
剤
等
）
の
被
害
抑
制
効
果
が
高
く
、

土
壌
還
元
消
毒
の
効
果
は
や
や
劣
り
ま
す
。

❸
つ
る
割
病
に
対
す
る
抵
抗
性
・
耐
病
性
品

種
の
利
用

　
つ
る
割
病
に
対
し
、
土
壌
還
元
消
毒
や
ク

ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
く
ん
蒸
剤
の
被
害
抑
制
効
果

は
高
い
で
す
が
、
発
病
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

は
難
し
い
た
め
、
多
発
生
し
た
圃
場
で
は
抵

抗
性
や
耐
病
性
を
有
す
る
品
種
を
土
壌
消
毒

と
併
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
特
に
、
レ

ー
ス

1,2y
や
レ
ー
ス

1,2w
が
発
生
す
る
圃
場
で
は
、

こ
れ
ら
の
レ
ー
ス
に
耐
病
性
を
有
す
る
耐
病

性
台
木（
メ
ロ
ン
共
台
）や
自
根
品
種
を
用
い

て
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
の
ト
マ
ト
栽
培

　

茨
城
県
の
ト
マ
ト
栽
培
は
、
作
付
面
積
８

９
4
ha
、
収
穫
量
4
万
1
6
0
0
t
（
農
林

水
産
省　

令
和
6
年
産
野
菜
生
産
出
荷
統
計
）

で
、
本
県
の
主
要
な
園
芸
品
目
で
す
。
主
な

作
型
は
、
5
～
7
月
に
定
植
し
て
11
月
ま
で

収
穫
す
る
抑
制
栽
培
、
8
～
11
月
に
定
植
し

て
翌
年
の
6
月
ま
で
収
穫
す
る
促
成
栽
培
、

3
月
に
定
植
し
て
7
月
ま
で
収
穫
す
る
半
促

成
栽
培
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
、
抑
制

栽
培
ト
マ
ト
の
出
荷
量
が
全
体
の
75
%
を
占

め
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
で
問
題
と
な
る

土
壌
病
害
虫

　
本
県
の
ト
マ
ト
栽
培
で
発
生
す
る
主
な
土

壌
病
害
虫
に
は
、
褐
色
根
腐
病
（
コ
ル
キ
ー

ル
ー
ト
）、根
腐
萎
凋
病
、
青あ

お

枯が
れ

病
、
ネ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

抵
抗
性
品
種
・
台
木
を
用
い
て
い
な
い
場
合

に
、
萎
凋
病
や
ト
マ
ト
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
モ
ザ
イ
ク
病
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
近
年
、
本
県
で
は
フ
ザ
リ
ウ
ム
株
腐
病
と

立
枯
病
の
発
生
が
新
た
に
確
認
さ
れ
、
特
に

立
枯
病
は
、
全
国
各
地
で
発
生
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
2
つ
の
病

害
の
特
徴
と
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
ト
マ
ト
フ
ザ
リ
ウ
ム
株
腐
病

❶
病
原
菌
と
発
病
の
特
徴

　
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
Fusarium 

solani f.sp. 

eum
artiiに
よ
る
病
害
で
、
本
県
で
は
２
０
１

８
年
に
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
病
の

国
内
に
お
け
る
発
生
は
、
２
０
０
４
年
に
栃

木
県
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
２
０
１
６
年
に

福
岡
県
で
も
発
生
を
認
め
て
い
ま
す
。

　
本
病
は
、
は
じ
め
、
根
の
表
面
に
淡
褐
色

第10図　地際部の褐変 第12図　立枯れ症状

第11図　茎内部の褐変・腐敗
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の
病
斑
が
形
成
さ
れ
、
徐
々
に
拡
大
し
な
が

ら
腐
敗
し
た
大
型
の
病
斑
と
な
り
ま
す
。
主

根
の
病
斑
が
上
下
に
拡
大
し
、
地
際
部
付
近

の
茎
の
褐
変
腐
敗
と
な
っ
て
現
れ
（
第
10
、

11
図
）、
そ
の
後
、
下
葉
か
ら
黄
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
根
や
地
際
部
の
褐
変
腐
敗
が
茎
の

内
部
に
進
展
す
る
と
、
立
枯
れ（
第
12
図
）と

な
り
ま
す
。 

　
病
原
菌
の
生
育
適
温
は
28
～
30
℃
付
近
で
、

促
成
栽
培
で
は
4
月
ご
ろ
か
ら
発
病
株
の
発

生
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
病
は

土
壌
病
害
で
す
が
、
摘
葉
に
伴
う
茎
の
傷
口

な
ど
か
ら
感
染
し
、
発
病
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

❷
防
除
対
策 

　
発
病
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、
発
病
株
を

速
や
か
に
抜
き
取
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入

れ
て
施
設
外
に
持
ち
出
し
て
適
切
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
栽
培
終
了
後
は
植
物

残
渣
を
残
さ
ず
除
去
し
、
施
設
内
の
衛
生
管

理
に
努
め
ま
す
。
土
耕
栽
培
で
は
、
定
植
前

に
太
陽
熱
土
壌
消
毒
等
の
防
除
を
実
施
し
、

養
液
栽
培
で
は
、
生
産
資
材
の
交
換
や
消
毒

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
マ
ト
立
枯
病

❶
病
原
菌
と
発
病
の
特
徴

　
カ
ビ
の
一
種
で
あ
る
Fusarium 

solani-m
elon

genae（
H
aem
atonectria 

ipom
oeae）に
よ
る
病
害

で
、
本
県
で
は
２
０
２
３
年
に
初
め
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
本
病
の
国
内
に
お
け
る
発
生

は
、
２
０
２
０
年
に
愛
知
県
で
初
め
て
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
11
県
で
発
生
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
が
、
う
ち
10
県
は
令
和
3
年
以
降
の

発
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
病
は
、
株
の
地
際
部
の
茎
に
褐
変
（
第

13
図
）
や
ひ
び
割
れ
が
認
め
ら
れ
、
茎
の
内

部
が
黒
褐
色
に
腐
敗
し
ま
す
。
そ
の
後
、
葉

の
黄
化
や
し
お
れ
が
発
生
し
、
最
終
的
に
株

が
枯
死（
第
14
図
）し
ま
す
。

　
ま
た
、
株
の
地
際
部
の
罹
病
部
表
面
に
赤

橙
色
の
小
粒（
子
の
う
殻
）（
第
15
図
）が
多
数

形
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
本
病
診
断
の
目

安
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
い
伝
染
経
路
は
不
明
で
す
が
、
土
壌

中
等
の
罹
病
残
渣
に
付
着
し
て
い
る
病
原
菌

が
伝
染
源
と
な
り
、
発
病
後
は
形
成
さ
れ
た

分
生
子
や
子
の
う
胞
子
の
飛
散
に
よ
り
二
次

伝
染
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

❷
防
除
対
策 

　
発
病
を
確
認
し
た
場
合
に
は
フ
ザ
リ
ウ
ム

株
腐
病
と
同
様
の
対
策
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
今
、
ピ
リ
ベ
ン
カ
ル
ブ
水
和
剤
が
ト
マ
ト

立
枯
病
に
登
録
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

　

メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
で
は
、
長
期
連
作
に
よ

る
土
壌
の
化
学
性
・
物
理
性
の
悪
化
、
土
壌

病
害
の
増
加
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
度
多

発
生
す
る
と
防
除
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
持

続
的
に
栽
培
を
行
う
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
病
害
虫
の
発
生
状
況
の
観
察
を
行
い
、
病

害
虫
の
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
（
土
づ

く
り
、
輪
作
、
抵
抗
性
品
種
の
利
用
な
ど
）

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

第13図　地際部の褐変

第14図　立枯症状

第15図　罹病部に形成された子のう殻
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